
NO 76
（単位︓千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成３０年度 2,890 2,935 101.6% 平成３０年度 265 267 100.8%

令和元年度 2,934 2,977 101.5% 令和元年度 267 276 103.4%

令和２年度 2,969 － － 令和２年度 265 － －

令和２年度事務事業評価シート 所管課 企画経営部部　区⻑室

 １ 事業名 広報「みなと」  １０ 事業費の状況

 ２ 基本政策 ー 予算状況の内訳 決算状況

補正予算 予算現額 決算額 執行率

区の施策や事業の紹介、催し物や募集情報を、広報みなとの紙面と港区ホームページ上で掲載します。

平成３０年度 127,722 3,165 0 130,887

 ５ 事業説明文

年度 当初予算額 流用

129,636 99.0%

令和元年度 135,793 8,337 0 144,130 140,153 97.2%

－ － －

昭和22年10⽉11⽇「港区政ニュース」という名で発⾏開始しました。
当時は「明るい港区を建設するた為の⼀つの⽅法として」発⾏しており、区政の主なる事柄や区議会に関する情報を掲
載していました。紙面の名称は「広報みなと」に変わり、掲載する情報も区政情報全般となって、現在に至ります。

財源内訳

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和２年度 142,309 － －

その他

平成３０年度 100.0% 127,722 0 0 0

令和元年度 100.0% 135,793 0 0 0

令和２年度 100.0% 142,309 0 0 0

 ７ 事業内容

1１　本事業に係る所管課の意⾒（⼀次評価）

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

広報みなとは区政情報を区⺠に伝達する⼿段の⼀つであり、特に⾼齢者や⼦育て世帯などを中⼼に紙媒体によって情報を得ている⼈は⼀定数存在し
ていることから、今後もその必要性は変わらないと考えられます。最新の区政情報全般を掲載していて、区⺠等の⼿元で保管ができる紙媒体は他に無い
ことから、事業は今後も継続していきます。また、インターネットが社会に普及し、紙媒体を利⽤する区⺠が減る傾向にあるなかにあっても、広報みなとは、
令和2年3⽉に発⾏した第32回港区⺠世論調査によると第6位の情報⼊⼿⽅法として選択されており、紙媒体によって情報を⼊⼿している区⺠ニーズ
に答え情報提供の媒体の1つとして、より⾒やすく・わかりやすい紙面作りに努め、情報発信していきます。
区⻑室は、紙面に掲載する情報量を圧縮できるよう、今年度6⽉に各課に向けて、「広報みなとに掲載する情報量の圧縮について」通知を発しました。
さらに、定期号を制作するにあたっては、次の①〜⑤の対応も⾏い、常に掲載する情報量の圧縮に努めています。
①年間計画に計上した記事そのものや各記事に掲載する情報量が、適切な情報量であるか毎⽉1回区⻑室で「編集会議」を⾏い検討を⾏う。
②編集会議後、広報係で各記事の⽂字量を精査し、不要なものは圧縮するよう調整を⾏う。
③広報係から各記事の所管課に連絡して、記事掲載を実際に⾏うのか意向確認をする。
④所管課が提出した原稿を広報係でリライト（書き直し）を⾏い、不要な表現等は削ることによって情報量を圧縮する。
⑤校正段階でも、紙面全体のバランスを考慮して、不要な表現等は削ることによって情報量を圧縮する。

 ８ 事業実績・指標

 1２ 事務事業評価における最終評価

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

紙媒体による広報⼿段として、今後も継続して実施する必要性が認められ、掲載する情報量の圧縮に向け取り組んでいること
から、「継続」評価とします。

 ９ 基本計画・個別計画・関連する法令等

 ３ 政策名 （28）便利な区⺠⽣活を実現する区政運営を推進する

 ４ 施策名 ③多様な暮らしを支える区政情報の発信

指標２
区有施設以外の配布箇所

◆対象︓区内在住・在勤・在学者、事業者、来街者　等
◆発⾏⽇︓毎⽉1,11,21⽇
◆発⾏回数︓定期号年間36回、特集号年間8回（予定）
◆1回当たりの発⾏部数︓定期号98,000部、特集号95,000部
　⾃宅配送　3,015部配送（令和2年8⽉14⽇時点）、駅42か所配置、区有施設・郵便局・病院等502か所配
置

指標１
自宅配送部数



NO 77
（単位︓千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成３０年度 21 19 90.5% 平成３０年度 10 7 70.0%

令和元年度 19 19 100.0% 令和元年度 7 7 100.0%

令和２年度 19 － － 令和２年度 7 － －

令和２年度事務事業評価シート 所管課 企画経営部　区⻑室

 １ 事業名 点字広報紙  １０ 事業費の状況

 ２ 基本政策 ー 予算状況の内訳 決算状況

補正予算 予算現額 決算額 執行率

視覚障害のある区⺠に多くの区政情報を提供し、区政への理解と積極的な社会参加を促進するため、「広報みなと」の
ほぼ全⽂（表など点字にすることができないもののみ除く）を点字にした「点字版広報みなと」を発⾏し、希望する区⺠に
郵送します。点字発⾏物は、⽇本郵便により盲⼈⽤郵便物として郵送料が無料になると定められているため、区⺠への
郵送料はかかりません。

平成３０年度 8,040 0 0 8,040

 ５ 事業説明文

年度 当初予算額 流用

7,812 97.2%

令和元年度 8,705 0 0 8,705 8,368 96.1%

－ － －

視覚障害のある区⺠に多くの区政情報を提供し、区政への理解と積極的な社会参加を促進するため、昭和56年から
配布を開始しました。
平成27年度に閲覧場所を⾒直し、経費抑制を図りました。

財源内訳

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和２年度 8,779 － －

その他

平成３０年度 25.0% 2,010 6,030 0 0

令和元年度 23.9% 2,081 6,624 0 0

令和２年度 25.1% 2,204 6,575 0 0

 ７ 事業内容

1１　本事業に係る所管課の意⾒（⼀次評価）

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

点字広報を通して多くの区政情報を提供することにより、視覚障害のある区⺠の積極的な区政参画、社会参加の⼀助にもつ
ながると考えられます。
平成28年4⽉の障害者差別解消法の施⾏や、令和元年10⽉の港区⼿話⾔語の理解の促進及び障害者の多様な意思
疎通⼿段の利⽤の促進に関する条例の制定に伴い、区は今後、⼀層、情報のバリアフリーを推進していくことから、点字広報
紙も活⽤し、引き続き視覚障害者に情報提供していきます。
視覚障害者が情報を得る⼿段を複数の中から選択できるよう、希望者がいる限り、「点字広報」と「声の広報」を併⽤して情
報提供に努めます。

 ８ 事業実績・指標

 1２ 事務事業評価における最終評価

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

点字広報のニーズは⼀定程度あり、視覚障害者が情報を得る⼿段を複数の中から選択できるようにするため、「声の広報」と
併⽤して情報提供していくことについて妥当性が認められるため、「継続」評価とします。

・障害者差別解消法　・港区⼿話⾔語の理解の促進及び障害者の多様な意思疎通⼿段の利⽤の促進に関する条例

 ９ 基本計画・個別計画・関連する法令等

 ３ 政策名 (28)便利な区⺠⽣活を実現する区政運営を推進する

 ４ 施策名 ③多様な暮らしを支える区政情報の発信

指標２

希望者への配布数
（区民）

対象︓1〜4級の視覚障害者で、点字広報みなとの購読を希望する区⺠
発⾏回数︓定期号36回（毎⽉3回（1・11・21⽇発⾏））、特集号8回（予定）
発⾏⾴数︓1号につき110〜160ページ程度
利⽤者負担︓なし

指標１

発行部数
（区民＋区有施設）



NO 78
（単位︓千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成25年度 1 0.3 30.0% 平成３０年度

平成28年度 1 0.4 40.0% 令和元年度

令和２年度 ー － － 令和２年度 － －

令和２年度事務事業評価シート 所管課 企画経営部　区⻑室

 １ 事業名 多⾔語によるラジオ広報  １０ 事業費の状況

 ２ 基本政策 ー 予算状況の内訳 決算状況

補正予算 予算現額 決算額 執行率

外国⼈に向けて、⽇本語・英語・中国語・ハングルの多⾔語で区政情報を発信して区⺠参画を促すとともに、災害時・
緊急時には緊急情報を多⾔語で放送できる環境を確保することを目的とします。

平成３０年度 9,072 0 0 9,072

 ５ 事業説明文

年度 当初予算額 流用

9,072 100.0%

令和元年度 9,156 0 0 9,156 9,156 100.0%

－ － －

阪神淡路⼤震災において、FMラジオでの情報提供・⼊⼿が有効であったということを踏まえ、東⽇本で唯⼀の国際放送
局である「InterFM」と「災害時等における外国⼈等への放送要請に関する協定」を締結し、平常時は区政情報を、緊
急時には災害情報等を放送しています。平成27年度からは、放送範囲の広さを考慮し、来街者等の増加を目的とし、
区の魅⼒をアピールできる情報も放送しています。

財源内訳

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和２年度 5,940 － －

その他

平成３０年度 100.0% 9,072 0 0 0

令和元年度 100.0% 9,156 0 0 0

令和２年度 100.0% 5,940 0 0 0

 ７ 事業内容

1１　本事業に係る所管課の意⾒（⼀次評価）

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

平常時には、⽇本語・英語・中国語・ハングルの多⾔語で音声による区政情報提供⼿段として、さらに、災害時には、固定・
携帯電話やインターネット等が途絶した時のための無線⽅式の情報提供⼿段として、ラジオ広報は代替のない重要な役割を
担っています。また、東⽇本⼤震災では、震災発⽣直後、InterFMが”緊急放送体制”に移⾏し、既存の放送枠は震災関
連情報（国・都の発表事項等）に差替え、原則リアルタイムで放送する中、港区独⾃の情報として、「⾦町浄⽔場における
放射性物質による汚染への対応として、ミネラルウオーターの配布に関する情報」を⽇本語と英語で、緊急放送し、区⺠等に
向けて情報提供を⾏った実績があります。また、令和2年度には、新型コロナウイルス感染症対策として、こまめな⼿洗いを推
奨する等、感染予防への協⼒の呼びかけを⾏いました。
外国⼈アドバイザーが出席する会議の場において、「存在を知らなかったのでもっとPRしてほしい。ラジオから情報を⼊⼿できるこ
とが分かれば活⽤したい」との要望がありました。周知については、広報みなと・英語版暮らしのガイド・SNS等、多くの媒体を活
⽤してInterFMの広報番組について周知を⾏い、認知度を向上させるために取り組んでいます。 ８ 事業実績・指標

 1２ 事務事業評価における最終評価

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため、利⽤実績があり、外国⼈の情報提供⼿段として、必要性、妥当性が
認められることから、「継続」評価とします。

 ９ 基本計画・個別計画・関連する法令等

 ３ 政策名 (28)便利な区⺠⽣活を実現する区政運営を推進する

 ４ 施策名 ③多様な暮らしを支える区政情報の発信

指標２

対象者︓区内在住・在勤・在学の⽇本⼈および外国⼈、来街者　等
放送媒体︓InterFM(89.7Mhz)
番組名︓MINATO VOICE
放送時間︓⽉〜⾦曜の17時56分から59分
放送内容︓区からのお知らせのほか、時期ごとの催事情報等。災害時・緊急時には状況に応じて必要な情報を放送。
放送⾔語︓（⽉・⽊）英語、（⽕）⽇本語、（⽔）中国語、（⾦）ハングル
放送エリア︓東京都23区および横浜市・川崎市・千葉市・さいたま市を含む関東エリア

指標１
港区外国人意識調査（情報入手手段％）



NO 79
（単位︓千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成３０年度 ー ー ー 平成３０年度

令和元年度 5 2 40.0% 令和元年度

令和２年度 ー － － 令和２年度 － －

令和２年度事務事業評価シート 所管課 企画経営部　区⻑室

 １ 事業名 映像広報  １０ 事業費の状況

 ２ 基本政策 ー 予算状況の内訳 決算状況

補正予算 予算現額 決算額 執行率

ケーブルテレビやインターネット、コミュニティバス等の⾞内モニター、デジタルサイネージを活⽤し、区が制作する広報番組を
放送・配信し、映像によって区政情報を発信することで区政への興味・関⼼を喚起し、区⺠参画を推進します。

平成３０年度 196,617 -60 0 196,557

 ５ 事業説明文

年度 当初予算額 流用

192,649 98.0%

令和元年度 201,038 0 0 201,038 196,709 97.8%

－ － －

平成元年4⽉から、区⺠等へ区政情報を発信するために広報番組の制作を開始しました。番組内容は、その時々の区
⺠ニーズを反映させて制作しています。
なお、放送料については、平成元年のジェイコム開局当時に、区とジェイコムは放送料を免除とする覚書を交わしているた
め、現在に至るまで、放送料は免除されて放送をしています。
区におけるケーブルテレビを利⽤した情報提供は、この映像広報が最も主要な⼿段です。

財源内訳

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和２年度 210,771 － －

その他

平成３０年度 100.0% 196,617 0 0 0

令和元年度 100.0% 201,038 0 0 0

令和２年度 100.0% 210,771 0 0 0

 ７ 事業内容

1１　本事業に係る所管課の意⾒（⼀次評価）

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

映像広報は、紙媒体では伝えきれない区政情報や区の取り組みを動画と音声で周知できます。さらに、ケーブルテレビを活⽤し、広域かつ⼤
勢の区⺠に区政情報を効果的に提供することもできます。
しかし、第32回港区⺠世論調査（令和2年）で「区の⾏政サービスなどの情報⼊⼿⽅法」として、「広報番組（「ケーブルテレビ」⼜は「区公
式ホームページから視聴」）を⾒る」と回答しているのは2パーセントで、順位としては11位です。約2億円の経費に⾒合う成果が挙げられてい
るとは⾔い難い状況です。
令和3年度は、番組の制作本数を⾒直します。令和2年度は広報トピックスを⽉3回（年間36本）制作していますが、令和3年度からは3カ
⽉に1回（年間4本）に減らします。減らした結果、令和3年度は広報トピックス、こんにちは港区⻑です、区⺠とともにFeel your MINATO
の3番組のいずれかを毎⽉1本制作及び放送することになります。
広報トピックスの制作本数を減らすことに伴い、令和3年度からちぃばすでの放送回数も年間36回から年間4回に減らします。同様に、令和3
年度からレインボーバスでの放送回数も年間36回から年間4回に減らします。 ８ 事業実績・指標

 1２ 事務事業評価における最終評価

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

今後、各所管によるYouTubeやTwitterを活⽤した新たな情報発信⼿段を充実させることと合わせ、電⼦媒体による情報発
信に苦⼿意識がある⽅など、様々な情報の受け⼿がいることへの配慮を前提に、費⽤対効果の分析を踏まえ、本事業は「縮
小・⼀部廃止」と評価します。 ９ 基本計画・個別計画・関連する法令等

 ３ 政策名 (28)便利な区⺠⽣活を実現する区政運営を推進する

 ４ 施策名 ③多様な暮らしを支える区政情報の発信

指標２

◆対象︓区内在住・在勤・在学者、事業者、来街者等
◆番組制作本数合計︓41本（広報トピックス︓20分×年間36本（⼿話放送）、こんにちは港区⻑です︓20分×年間3本（全
編2カ国語[⽇本語・英語]、⼿話通訳挿⼊）、区⺠とともにFeel your MINATO︓20分×年間2本（全編2カ国語[⽇本語・英
語]⼿話通訳挿⼊）。各番組は、ケーブルテレビ（ジェイコム東京港・新宿局）で放送する他、区有施設に設置しているデジタルサイ
ネージ、YouTubeで随時配信しています。
◆番組をダビングした貸出⽤DVD︓各総合支所、各図書館など区内11か所で実施
◆バス⾞内放送︓ちぃばす38台、レインボーバス8台（いずれも令和2年8⽉現在）

指標１
港区民世論調査（情報入手方法　％）



NO 80
（単位︓千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成３０年度 2,500 1,932 77.3% 平成３０年度 16,180 5,518 34.1%

令和元年度 2,500 1,935 77.4% 令和元年度 10,662 128 1.2%

令和２年度 2,000 － － 令和２年度 10,534 － －

令和２年度事務事業評価シート 所管課 企画経営部　区⻑室

 １ 事業名 魅⼒ある区政情報の発信  １０ 事業費の状況

 ２ 基本政策 ー 予算状況の内訳 決算状況

補正予算 予算現額 決算額 執行率

港区の魅⼒や特⾊、⽣活情報、施設情報について、区内在住・在勤・在学者、事業者、来街者、視察者等に対し
て、広く発信するため、各刊⾏物を発⾏し、そのデータは区ホームページにも掲載しています。

平成３０年度 34,007 -2,840 0 31,167

 ５ 事業説明文

年度 当初予算額 流用

29,416 94.4%

令和元年度 14,864 -6,624 0 8,240 5,930 72.0%

－ － －

〇暮らしのガイド︓発⾏開始時期は不明。令和元年度に発⾏頻度を⾒直し、4年に1回の発⾏としました。
〇外国語版暮らしのガイド「リビングガイド」（英語版・中国語版・ハングル版）︓発⾏開始時期は不明
〇港区政要覧「ここからはじまる物語」︓発⾏開始時期は昭和33年度頃。平成24年に4⾔語（⽇本語・英語・中国
語・ハングル）表記、毎年発⾏としました。
〇港区施設案内図「ぐるっとみなと」（⽇本語版・英語版）︓発⾏開始時期は不明。令和元年度から隔年発⾏としま
した。⽇本語版については、平成26年度から広告の掲載を開始しました。

財源内訳

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和２年度 26,156 － －

その他

平成３０年度 100.0% 34,007 0 0 0

令和元年度 100.0% 14,864 0 0 0

令和２年度 100.0% 26,156 0 0 0

 ７ 事業内容

1１　本事業に係る所管課の意⾒（⼀次評価）

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

発⾏頻度や発⾏部数を⾒直し、経費抑制に努めながら、引き続き、わかりやすい区政情報の提供を⾏っていきます。
○暮らしのガイド︓区⺠の暮らしに密着した区政情報を1冊にまとめて情報提供しており、区⺠ニーズも⾼いため、今後も4年に1回発⾏しま
す。また、発⾏時には全⼾配布を⾏っています。
○外国語版暮らしのガイド「リビングガイド」︓外国⼈住⺠の暮らしに密着した区政情報を1冊にまとめて情報提供しています。令和3年度から
は、外国語に併記している⽇本語を「やさしい⽇本語」に変更し、外国⼈住⺠にとってわかりやすい冊⼦に改めます。また、発⾏頻度を隔年発
⾏から4年に1回の発⾏に変更し、経費抑制に努めています。
○港区政要覧「ここからはじまる物語」︓国内外からの視察者等に戦略的に区の魅⼒（ブランド⼒）を発信しており、毎年発⾏から隔年発
⾏（本編は5年に⼀度の更新、データ集は2年に⼀度の更新）に変更します。
〇港区施設案内図「ぐるっとみなと」︓区内の区有施設を⼀元的に把握することができ、区⺠をはじめ、在勤・在学・来街者からのニーズが⾼
いため、今後も継続的に発⾏します。発⾏の間隔は2年に1回であったのを3年に1回に変更します。 ８ 事業実績・指標

 1２ 事務事業評価における最終評価

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・⼀部廃止　　　　４廃止

外国語版暮らしのガイド「リビングガイド」、港区政要覧「ここからはじまる物語」、港区施設案内図「ぐるっとみなと」の発⾏頻度
を⾒直すことが妥当と認められるため、「縮小・⼀部廃止」評価とします。

 ９ 基本計画・個別計画・関連する法令等

 ３ 政策名 (28)便利な区⺠⽣活を実現する区政運営を推進する

 ４ 施策名 ③多様な暮らしを支える区政情報の発信

指標２
配布実績（外国語版暮らしのガイド「リビングガイド」）

○暮らしのガイド【4年に1回発⾏　2018年版（平成30年度作成分）　183,000部】
○外国語版暮らしのガイド「リビングガイド」【4年に1回発⾏　2018年版（平成29年度作成分）計16,180部（英語版︓9,100
部、中国語版︓4,120部、ハングル版︓2,960部】
○港区政要覧「ここからはじまる物語」【隔年発⾏　1,000部（本編︓5年に1回更新、データ集︓隔年更新）】
○港区施設案内図「ぐるっとみなと」　【3年に1回発⾏　2020-2021年版（令和元年度作成分）　⽇本語版︓20,000部、英語
版︓10,000部】

指標１
配布実績（港区政要覧「ここからはじまる物語」）


